
紹
　
介

小
島
道
裕
著

『
城
と
城
下

近
江
戦
国
誌
　
」

　
本
書
は
、
学
生
の
頃
よ
り
近
江
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
精
力
的
に
申
世
城
館
・
城
下
町
研
究
を
進

め
て
来
ら
れ
た
著
者
が
こ
れ
ま
で
学
会
誌
や
報
告

書
に
発
表
さ
れ
た
論
稿
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
以
前
、
千
田
嘉
博
・
前
川
要
両

氏
と
と
も
に
『
城
館
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
撫
（
新

人
物
書
来
社
、
　
一
九
九
三
年
）
を
著
し
て
い
る
が
、

本
書
は
そ
の
実
践
版
、
あ
る
い
は
本
書
で
の
実
践

が
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
結
実
し
た
と
も
醤
え
る
。
本

書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

　
　
は
じ
め
に

　
　
第
～
章
城
館
趾
・
土
豪
・
村
落

12345

中
世
城
館
の
残
り
方

城
館
関
係
地
名
の
地
域
性

城
館
趾
と
伝
承

城
館
趾
の
調
査
（
一
）

　
1
土
山
町
頓
宮
－

城
館
趾
の
調
査
（
二
）

　
　
　
　
　
…
能
登
州
町
種
村
・
垣
見
他
…

　
　
　
6
　
城
館
趾
の
調
査
（
三
）

　
　
　
　
　
1
野
洲
町
北
村
・
守
山
市
矢
島
1

　
　
　
7
　
平
地
城
館
趾
と
寺
院
・
村
落

　
　
第
二
章
　
城
　
下
　
町

　
　
　
1
　
観
音
寺
城
・
石
寺

　
　
　
2
　
小
　
　
　
谷

　
　
　
3
　
上
　
平
　
寺

　
　
　
4
　
安
　
　
　
土

　
　
第
三
章
　
土
豪
た
ち
の
生
涯

　
　
　
　
一
野
洲
郡
北
村
　
木
村
氏
の
歴
史
1

　
　
　
1
　
「
安
土
町
奉
行
」
木
村
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
尉

　
　
　
2
　
「
六
角
鎧
着
」
と
木
村
筑
後
守

　
　
　
3
　
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と
木
村
久
綱

　
　
初
出
と
成
稿
の
経
緯

　
　
あ
と
が
き

　
第
一
章
で
は
領
主
居
館
と
し
て
の
機
能
を
終
え

た
城
館
が
神
社
や
墓
地
、
公
有
地
、
あ
る
い
は
寺

院
へ
と
転
身
し
、
ま
た
様
々
な
伝
承
を
生
み
だ
す

母
胎
と
な
る
こ
と
を
調
査
で
得
ら
れ
た
豊
富
な
事

例
を
も
と
に
紹
介
す
る
。
特
に
7
節
で
は
近
江
で

は
城
館
が
真
宗
寺
院
化
す
る
事
例
が
多
い
こ
と
に

着
目
し
、
山
門
と
い
う
権
門
寺
院
の
支
配
下
に
あ

っ
た
在
地
領
主
が
～
向
宗
へ
の
改
宗
を
契
機
に
自

立
を
図
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
章
で
は
戦
国
期
近
江
の
代
表
的
な
城
下
町

で
あ
る
観
音
寺
城
・
石
寺
（
六
角
氏
）
、
小
谷

（
浅
井
氏
）
、
上
平
寺
（
京
極
氏
）
、
安
土
（
織
田

氏
）
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
や
地
籍
図

調
査
を
踏
ま
え
て
城
下
を
復
元
し
、
各
城
下
の
構

造
と
特
徴
、
各
権
力
に
よ
る
城
下
整
備
の
過
程
を

明
ら
か
に
す
る
。

　
そ
し
て
第
三
章
で
は
第
二
章
4
節
で
も
関
説
さ

れ
た
野
洲
郡
北
村
の
土
豪
木
村
氏
に
焦
点
を
あ
て
、

戦
国
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
重

語
・
高
山
兄
弟
と
重
存
の
子
久
綱
三
人
の
生
涯
を

辿
る
こ
と
に
よ
り
、
中
近
世
移
行
期
に
一
土
豪
の

直
面
し
た
社
会
変
動
と
そ
れ
へ
の
対
応
を
描
き
出

し
て
い
る
。

　
中
世
城
郭
・
城
館
研
究
は
、
「
城
郭
遺
跡
を
地

域
史
と
在
地
構
造
分
析
の
史
料
と
し
て
活
用
す

る
」
と
の
村
田
修
三
氏
の
提
書
（
「
城
跡
調
査
と

戦
国
史
研
究
」
日
本
史
研
究
ニ
コ
、
一
九
八
○

年
）
以
来
、
こ
こ
二
〇
年
で
大
き
な
進
展
を
み
た

が
、
本
書
も
こ
の
視
角
を
継
承
し
近
江
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
平
地
居
館
研
究
の
具
体
的
方
法
を
提

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
城
館
研
究
の
格
好
の
手
引

書
で
あ
り
、
ま
た
副
題
の
示
す
通
り
中
世
後
期
か

ら
近
世
初
頭
に
至
る
近
江
の
歴
史
像
を
一
段
と
豊

123 （123）



か
な
も
の
と
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
近
江
と
い
う

歴
史
的
風
土
に
対
す
る
著
者
の
深
い
愛
着
が
う
か

が
わ
れ
る
書
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
著
者
も
参
加
さ
れ
、
本
書
に
多

く
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
滋
賀
県
中

世
城
郭
分
布
調
査
（
一
九
八
二
～
九
二
年
）
は
、

近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
治
体
に

よ
る
中
世
城
郭
調
査
の
噛
矢
と
し
て
特
筆
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
貴
重
な
成
果
が
広
く
公

刊
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一

方
で
は
全
国
で
多
く
の
城
郭
・
城
館
趾
が
開
発
等

に
よ
る
破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
A
5
判
　
二
四
六
頁
　
一
九
九
七
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
新
人
物
往
来
社
　
＝
　
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
泰
三
　
京
都
大
学
研
修
員
）

A哲

告

　
平
成
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日

（
日
）
午
後
｝
時
よ
り
京
大
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
鈴
木
利
章
、
永
田
英
正

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

現
代
に
お
い
て

　
歴
史
学
は
可
能
か

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
利
章
氏

出
土
資
料
に
よ
る

　
漢
代
史
研
究
の
新
展
開

　
　
　
　
　
　
　
永
田
英
正
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
会
務
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

現
代
に
お
い
て
歴
史
学
は
可
能
か

鈴
　
木
　
利
　
章

　
報
告
者
の
史
学
思
想
史
へ
の
関
心
は
、
越
智
京

大
名
誉
教
授
と
の
共
訳
『
ウ
イ
ッ
グ
史
観
批
判
』

の
分
担
章
「
歴
史
と
価
値
覇
断
」
を
訳
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
。
こ
の
原
著
者
H
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
歴
史
研
究
に
価
値
判
断
を
入
れ
る
こ
と

を
厳
し
く
批
判
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
正
統
派
歴

史
学
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
立
場
は
、
同

じ
く
H
・
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
八

世
紀
後
半
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
学
派
に
ま
で
遡
る
が
、

象
徴
的
に
は
、
L
・
v
・
ラ
ン
ケ
の
、
　
　
八
二
四

年
十
月
『
ロ
ー
マ
風
ゲ
ル
マ
ン
風
諸
民
族
史
』
の

出
版
に
は
じ
ま
る
と
す
る
。
ラ
ン
ケ
は
、
こ
の
書

の
序
言
で
、
無
私
で
、
厳
密
な
る
史
料
批
判
を
駆

使
す
る
こ
と
が
、
歴
史
学
が
学
と
し
て
成
り
立
ち

う
る
大
前
提
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
≦
δ
①
ω

Φ
戯
窪
藻
畠
α
Q
Φ
毛
㊦
ω
曾
と
表
現
し
た
。
か
れ
は
、

そ
の
文
言
の
直
葡
で
、
慣
人
は
歴
史
に
、
過
去
を

裁
き
、
未
来
に
役
立
た
し
め
る
た
め
に
同
時
代
を

教
へ
る
と
い
う
任
務
を
興
へ
て
る
る
が
、
現
在
の
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